
掴

－いれずみは着物である

安川徳太郎の訳で紹介している礫川の本から引

用してみる。ベルツは「日本人がいれずみをす

る目的は、他の人種とちがっているのであろう

か。これにたいして、わたくしは、日本人のい

れずみは着物であると答えたい。その証明とし

てｄわたくしは、つぎの４つの理由をあげてお

く」として、(1)日本人の職人の着物は紺色の綿
はつぴ

入れ法被で、時lこはモモヒキで、いれずみはこ

の服装でかくされた部位に施されていること、

(2)職人の中でも駕籠かき、飛脚、人足など力

仕事や汗をたくさんかく仕事で、裸にならね

ばならない職人がいれずみをしている。それ

も、裸がみっともないといわれる都会の者に限

られている。いれずみで着物をきているように

見せている。(3)いれずみの色は、着物の色と同

じ濃い藍色である。(4)いれずみの大きさは、火

消しを兼ねる仕事師の着物にちょうど一致して

いること、を挙げた。そしてある人に「『都会

や国道沿いに住んでいる、あるきまった身分の

エルフィン・フォン・ベルッＥｒｗｍｖｏｎＢａｅｌｚ

は明治９年、２７歳時に来日、２９年間を日本で過

ごした。日本での功績は、東京大学で内科学・

生理学などを通じて多くの医学者・医者を育成

したにとどまらず、ツツガムシ病の研究、蒙

古斑、そして有名な草津での温泉療法などさま

ざまな研究業績があるが、一方で、狐愚き、歌

舞伎などへの興味も強く、日本大好きとなり、

奥さんもまた日本人、花さんである。「君によ

り日本医学の花ひらく」と医者で俳人の水原秋

桜子が誼ったとおり、日本近代医学の恩人であ

る。そのベルツが日本に来て驚いたのは、赤ち

ゃんのお尻の青いことであった。まさか、この

青い徳、いれずみと思ったわけではないだろう

が、蒙古民族の特徴だとして、Mongolenneck

(蒙古人斑）と命名した。これが蒙古斑に関す

る初めての学術論文となり、西洋に蒙古斑が知

られるようになった。さらにベルツがもっと驚

いたのは、民衆がまだいれずみをしていること

であったという。それでいれずみについても

論文を残している。この論文（1883年）「Die

KOrperlichenEigenshaftenderJapner・Ein

anThroperlichenStudie」を高く評価して、

人だけがいれずみをしているのは、どういうわ

けですか」とたずねてみたら、この人は、｜｢着

物がないときは、せめて肉じゅばんでもつけて

いなければ、男の恥でござんす」と答えた。日
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Nuva-Hivaのいれずみを

された頭と肩（１９２０年、マ

ルケサス諸島）

あたかも衣服をまとっている

ように見える。

(｢DecoratedSkinAWorld

SurveyofBodｙＡｒｔ｣より転赦）

本政府が着物をきることを法律で強制したこん

にち、日本のいれずみは、そのもとの意味をな

くしてしまったのである」と指摘した。また、

いれずみを通して、庶民階級が南方系である

ことなどを記載したこのベルツの論文が詳しく

紹介されていないことに、礫川は憤まんやるか

たないが、和歌森太郎のベルツに批判的な見解

の論文も紹介している。

ベルツの南方系説と言えば､例えば|rDecorated

SkinAWorldSurveyofBodyArtjで、南

方のいれずみを見るがよい。Marquesas島のい

れずみの説明には「Ｓｏｍｅｔｉｍｅｓａｎａｔｔｅｍｐｔ

ｗａｓｅｖｅｎｍａｄｅｔoimitatetoEuropean

closinginthetattoopatterns」とある。さら

に、パンツそのもののようないれずみもＳａｍｏａ

などで多くみられる。

寺田は「衣服の発達は、……寒暑雨雪等の

自然的要求から起こるものと、装飾儀礼からの

社会的要素から起こる……」とし、「従って衣

服が自然的要求から用ひられる必要の少ない個

処、例えば熱帯地方のやうに、裸体生活を以っ

て生活し得られる個処であると、衣服の複雑な

形式を案出する前に、先ず肉体其のものに向か

って装飾の試みられ……」と、つまり肉体装

飾は衣服の役割の一つの重要な部分を担ってい

るのである。

＊

いれずみの衣服説は、ベルツ以外にもある。
がえん

玉林は「臥煙は職業上、Ｉまとんと゛六尺樟一本の

暮らしであった。真冬でも衣服をまとわないの

が誇りであり、彫り物がいわば衣服でもあっ

た」と、威勢と粋、それに男伊達の面から、そ

れが衣服であることを指摘した。一方で「まと

いでも振った時に、ちらっと彫り物が見えるの

がいい」と江戸消防隊会員が述べている（山本

芳美『イレズミの世界』）点も重要である。そ

れは江戸の庶民の男が、着物の裏に金をかける

のと軌を－にしているのではないか。松田が日

本のいれずみを、「秘匿と顕示」「自己開示であ

るとともに自己閉鎖であること」と見事に表現

しているが、いざ゛というときに開き直ってみせ

る峻呵であろうか。この点で衣装の裏といれず

みは同じではないか。坪井は「庶民の間に好ま

れた刺青は、彫り物といって、全身をくまなく

おおうのを誇りとしていた。しかもそのテー

マは、たいてい文学的なテーマ、軍記物や武勇

Zｌ４
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伝から取材したものを用いていた。それは、衣

服の文様がしばしば『源氏物語」や「伊勢物語」

からテーマを選び、それを象徴化したものが使

われたのと軌を－にしていた。こうした全身

をくまなくおおう彫り物は、いわば皮膚化さ

れた衣服である。それは身体の立体的な差を

誇示するものではなく、皮膚の表面がいかに華

やかであるかを誇示するもので、衣服と同じ意

味であった」と述べている。

＊

ところで衣装。衣服とはｲ可なのだろう力謝。

「いうまでもなく人間の皮膚の働きの不備を補

うために出来たものです。．…･衣装は本当に魔

物です。人間が生きているのではなく、衣装が

生活しているのではないかとさえ思われます。

女の人が、そんなにまでも美しい衣装をと願う

のも、そのためなのではないでしょうか。出来

ることなら、衣装を皮膚の中にまで浸透させよ

うと、お化粧に浮身をやつすのです」

これは安部公房の「飢えた皮膚』の－節であ

る。いれずみには直接言及していないが、化粧

を男のいれずみと読み直せ鳥のではないか。ま

た、その他にも「衣服は第二の皮膚｣、「衣服は

皮閥、皮層は衣服｣、「衣服は着たり脱いだり

される皮膚｣、あるいは「社会の生きた皮膚と

してのファッション」などと指摘されている。

「ベッドで何を身につけているかと訊かれた

マリリン・モンローがくシヤネルの五番よ＞と

答えたエピソードは、人間という存在はたとえ

衣服を身につけていなくとも何らかの仕方でそ

の身を飾り装うものであることを物語ってい

る。人類学者によれば、衣服とは人間が社会の

中で生活を営む上での基本的な要素であり、こ

れまでに知られている人間のあらゆる文化にお

いてこのことは共通の事実であるとされる。あ

らゆる人びとは衣服やタトゥー、化粧、さらに

は他の種類のボディ・ペインティングといった

ように、,何らかを付け加え、装いを施し、引き

立たせ、飾りつける。‐･…衣服や装飾品が身

体を社会化し身体に意味やアイデンティティー

を付与する手段のひとつであるという事実を、

衣服が帯びている偏在的性質というものが物語

っているように思われる」

そう、まさにいれずみは衣服である。

鷲田は＜像＞としての身体こそ＜わたし＞が

身にまとう第一の衣服であるとしたフランスの

精神分析学者Ｅ､ルモワーヌ・ルッチオーニを

踏まえて、「ぼくの身体でぼくがじかに見たり

触れたりして確認できるのは、つねにその断片

でしかないとすると、このぼくの身体って離れ

て見ればこんなふうに見えるんだろうな．.…と

いう創造のなかでしか、ぼくの身体はその全体

像をあらわさないと言っていいはずだ。つま

り、ぼくの身体とはぼくが想像するもの、つま

り、＜像＞でしかありえないことになる」と

し、「したがってそういう＜像＞としての身体

のシュミレーションという点では衣服と刺青は

本質的に差異はない」と述べている。さらに、

｢衣服も刺青も、かつて、＜魂の衣＞としてあ

った。衣服と刺青は、視覚的なものとして外側

からプリントされるのではなく、むしろぼくら

の存在の内側から外へ向かってプリントされた

ものだった」と指摘している。

皮膚が第一の衣服衣服は第二の皮膚とすれ

ば、モローが描いた「刺青のサロメ」の俗称で

呼ばれる「ヘロデ王のまえで踊るサロメ」のそ

の裸身の全面にからみつく植物文様、怪物文様

の空想のアラベスクこそ第二の皮膚、理想のい

れずみ、理想の衣服かもしれない。

（熊Zk保健科学大学・学長）
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